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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，自己調整学習の枠組みを用いて，自律的な英語語彙学習を指導によって活
性化させる方法を探り，そこから，より良い自己調整語彙学習指導モデルの具体的な提言を行うことであった。まず，
指導実践の前に，先行研究のレビューから自己効力感と語彙学習方略，そして自己調整学習との関係を探り，より良い
モデルを検討した。そして，そのモデルに基づいた指導実践を行い，その効果を検証した。その結果，自己調整学習の
枠組みを利用した，語彙学習指導モデルは効果的であるということが確認された。

研究成果の概要（英文）：The current study aimed to explore a teaching model for autonomous/self-regulated 
vocabulary learning by incorporating a self-regulated learning approach. It also intended to propose a bet
ter model for instructing self-regulated vocabulary learning. By reviewing the literature, the relationshi
p between self-regulated learning and self-efficacy was examined. Based on the suggested model, teaching p
ractice was carried out to test whether the model was pedagogically effective or not. The results showed t
hat the treatment group showed a steady increase in self-efficacy and vocabulary knowledge compared with t
he contrast groups. The findings from the current study provide empirical evidence suggesting that through
 a self-regulated learning approach, it might be possible to enhance self-efficacy, which in turn may cont
ribute to the development of vocabulary knowledge.
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１．研究開始当初の背景 
 
語彙学習は外国語学習者にとって最も重要
なものの 1つであるということは，語彙学習
が 4技能（リスニング，リーディング，ライ
ティング，スピーキング）に含まれていない
にも関わらず，語彙学習（語彙習得理論）や
指導に関する専門書（例えば相澤他, 2010; 
Nation, 2001; 望月他, 2003 など）が多いこ
とからも容易に理解できる。特に日本のよう
に日常生活において英語に触れる機会が少
ないEFL (English as a Foreign Language) の
環境においては，欧米の研究で重要であると
されている多読などによる偶発的語彙学習 
(implicit vocabulary learning) が起こり
にくい状況であるため，意図的な学習が重要
であるということも主張されている（Folse, 
2004）。1970 年代後半からの学習方略の研究
（O'Malley & Chamot, 1990; Oxford, 1990; 
McDonough, 1995; Cohen, 1998; Cohen & 
Macaro, 2007; 竹内, 2003）においても，学
習方略の分類の中ではほとんどのものが語
彙学習に適応できるものであることから，語
彙学習方略の重要性がわかる（Schmitt, 
1997）。 
 
過去の海外，国内の語彙学習方略の研究にお
いては，(1) 習熟度の違いによって，学習者
は語彙学習方略を計画的に使う上位群と，計
画的に使わない下位群に分けることができ
る（例えば，Ahmed, 1989; Kojic-Sabo & 
Lightbown, 1999; Sanaoui, 1995）。そして，
(2) 語彙学習方略と習熟度は（相関）関係が
見出せるものがある（例えば，Fan, 2003; Gu 
& Johnson, 1996; 前田 他, 2003）。そして
(3) 語彙学習方略の使用は学習環境，動機づ
け，性別など変数によって影響がある（例え
ば，Catalán, 2003; Gu, 2002; 堀野・市川, 
1997; Nakamura, 2002）ということが明らか
になっている。ただし，「この語彙学習方略
のみを使用していれば，語彙習得が効果的に
行われるというものはなく，学習成功者はよ
り多くの方略を組み合わせながら，自分のニ
ーズや学習スタイルに合った方略を選ぶ。そ
して，どのような方略であったとしても，計
画的かつ継続的にその方略を使用すること
が大切である」という Folse（2004）の指摘
にもあるように，どれか 1つの方略を学習者
が学べばよいというものではないというこ
とがわかっている。 
 
また，認知方略（声に出して覚えるなどの具
体的な方法）だけでは，語彙学習方略指導に
は効果的ではなく，メタ認知の指導も併せて
行うことでより高い効果が得られることが
わかっているため（Rasekh, & Ranjbary, 
2003），Mizumoto and Takeuchi（2009）では，
語彙方略指導の有効性の実証研究を行い，そ
の効果を方向している。しかし，これまでの
研究では，メタ認知のような計画・実行・振

り返りの指導も含めているものの，学習者の
動機づけ，目標設定，自己モニタリング，そ
して学習環境のコントロールなどが，指導に
よってどのように変化していくのかは明ら
かにされていない。 
 
「自己調整学習」（Self-regulated Learning）
は，Zimmerman (1989) の定義によると， 
「学習者が，メタ認知，動機づけ，行動にお
いて，自分自身の学習過程に能動的に関与し
ていること」となっている。学習方略研究は，
国際的な流れとして，特に教育心理学の分野
において，自己調整学習の一環として議論さ
れることが 1990 年代以降多くなってきてい
る（Dörnyei, 2005）。その中で，ESL/EFL を
対象とした外国語教育学においても，Tseng, 
Dörnyei, and Schmitt (2006) のように，語
彙学習における自己調整学習を測定する質
問紙の開発のような研究が現れてきている。
このような流れは，前述のように学習方略の
みを対象とした研究では，学習者が能動的に
学習を行う状況を十分に考慮に入れていな
いために，明らかでないことが多かったこと
が原因で起こってきていると考えられる。 
  
近年，教育心理学の分野では，自己調整学習
指導の介入研究の効果をメタ分析した論文
も発表されている（Dignath & Büttner, 2008; 
Sitzmann & Ely, 2011 など）。学習の機構と
して，より包括的な自己調整学習における研
究結果を，外国語教育における語彙学習方略
研究に援用し，発展させていくことには大き
な可能性があると考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，これまでの語彙学習方略指導を
より深化させた形として，自己調整学習の枠
組みを用いて，自律的な語彙学習を指導によ
って活性化させる方法を探り，そこからより
良い語彙学習指導モデルの具体的な提言を
行うことを目的とした。本研究の目的は，1) 
自己調整学習の枠組みを用いて，自律的な
英語語彙学習を指導によって活性化させる
方法を探り，そこから 2)より良い自己調整
語彙学習指導モデルの具体的な提言を行う
ことにある。 
 
 
３．研究の方法 
 
① 自己調整学習の枠組みを用いた，自律的

な語彙学習を指導によって活性化させ
る実践の前に，先行研究のレビューを行
い，自己効力感と語彙学習方略の関連を
探るために，281 名の大学生英語学習者
に，使用している語彙学習方略を自由記
述で回答してもらい，その方略と自己効
力感の関係をテキストマイニングで探



る。（研究方法の詳細は，「5. 主な発表
論文等」の雑誌論文 4を参照のこと。） 

 
② 303 名の大学生英語学習者を対象とし

て，自己調整学習の枠組みを利用した語
彙学習プロセスが，自己効力感，そして
語彙知識の習得にどのような影響を及
ぼすのかを調査する。（研究方法の詳細
は，「5. 主な発表論文等」の雑誌論文 1
を参照のこと。） 

 
③ 8 ヶ月にわたる自己調整学習の枠組み

を用いた語彙学習の指導によって，自己
効力感と語彙知識の習得に変化がある
のかを調査する。指導の効果を確認する
ために，115 名の大学生英語学習者を処
置群と対照群（習熟度に応じて上位と下
位）に分けた。（研究方法の詳細は，「5. 
主な発表論文等」の雑誌論文 2を参照の
こと。） 

 
 
４．研究成果 
 
① 自己効力感と語彙学習方略の関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図はコレスポンデンス分析の結果を図示
したものである。高い自己効力感を持ってい
る学習者（図中左下"YES"のグループ）は，
自律的・能動的で深い語彙学習方略を用いて
いることがわかる。一方，自己効力感の低い
学習者（図中上方"No"）は，使用している語
彙学習方略に特徴はなく，受け身の語彙学習
になっていることがわかる。また，自己効力
感を持っているか持っていないかがはっき
りとしていない学習者（図中右下"Not Sure"）
は，使用している語彙学習方略は自律的・能
動的であるものの，浅い方法（単純に繰り返
すなど）になっている。このような学習者に
対しては，より深い語彙学習方法を用い，自
己効力感を高めていけるような指導方法が

必要であることがわかった。 
 
② 自己調整語彙学習プロセスが自己効力

感と語彙知識の習得に及ぼす影響 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図は調査で使用した変数の関係を図示し
たものである。自己調整学習の枠組みを利用
した語彙学習プロセスは，目標設定（Goal 
Setting）に始まり，意思コントロール
（Volition），使用する方略のコントロール
（Strategy），使用した方略への満足度
（ Satisfaction ）， そ し て 自 己 効 力 感
（Self-efficacy）へとつながり，最終的に
自己効力感の高い学習者がより語彙知識の
習得（Vocabulary）ができているという関係
性がわかる。そのため，自己調整学習の枠組
みを利用した語彙学習プロセスの指導を行
うことによって，自己効力感と語彙学習への
ポジティブな効果が予測できるという結果
が得られた。 
 
③ 自己調整学習の枠組みを用いた語彙学

習の指導効果の検証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図は自己調整学習の枠組みを用いた語彙



学習の指導によって，指導前（1），指導中（2），
指導後（3）にどのように，自己効力感に変
化があったかを図示したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導前（1）の段階で，3つのグループの自己
効力感に違いがあることがわかるため，マル
チレベルモデルによって，もともとの差を調
整し，変化のモデリングを行ったのが上図で
ある。この結果から，指導によって，もとも
と自己効力感が3群でもっとも低かった処置
群（Treatment）が，対照群（Contrast 1 と
Contrast 2）よりも，最終的に高い自己効力
感になっていることがわかる。 
 
以下の表は，指導前（Pretest）と指導後
（Posttest）に実施した語彙テストの基礎統
計量を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，以下の表は群間の語彙テストにおける
変化の差を多重比較した結果である。 

 
上記の結果からも，自己調整学習の枠組みを
用いた語彙学習の指導によって，語彙知識の
習得に違いが出るということが確認された。 
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